
幕末期の四国遍路の巡礼路の変更

稲 田 道 彦

１ は じ め に

筆者は以前本誌において夫婦の四国遍路の旅について報告した（稲田２００１）。

本論はその修正とそれ以降の論考を付け加えた続編にあたる論文である。

２００１年の論文の主な論点は２点あった。最初に江戸時代末期にあって吉岡

無量居士と吉岡のぶという夫婦が四国遍路の旅をしたということをめぐってで

あった。また彼らの四国遍路の旅が四国を一周するという経路ではなく現在の

巡礼路とはかけ離れた経路をとっていることの考察であった。次に後半の論点

では明治８年から明治３５年にかけて遍路を行った酒井又衛門と酒井サヨとい

う二人の酒井家の家族についても納経帳に記された記録から彼らの遍路の旅に

ついて明治時代の四国遍路の巡礼の変化が窺われる事項について報告した。こ

の論文では２００１年論文の前半部分の修正と幕末期の遍路の巡礼路の変遷につ

いての考察を行うものである。

２ 吉岡無量居士と妻のぶについての指摘

吉岡無量居士とその妻のぶの遍路の旅について述べる。二人の残した２冊の

納経帳は多くの人の手を経て現在筆者の手元にある。幾分妻の方が小ぶりに作

られているが，２冊は同じ紙質の紙を使い同じ仕様で作られた和綴じの私家本

冊子である。二つの本は１か所，書かれている内容のページが前後するだけ

で，ほぼ同じ内容が記載された納経帳である。筆者は多くの納経帳を見てきた

が，近年のものを除いて，同じ内容の２冊の納経帳が存在することはこの事例

以外に知らない。
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図１に２冊の納経帳の表紙を示した。この表紙より考えられることを述べ

る。同じ納経帳を残すということから，前論文執筆当時，筆者は二人で四国遍

路をしたと考えていた。夫婦で遍路を行うことが当時の社会や家族の制度に

あって，珍しいことであると考えており，あえてそれをなした人達として，時

代の先駆けの旅行となると考えていた。藩を超えて四国遍路という旅行を夫婦

で行うことの新しさを考えていた。西国巡礼に比べて比較的貧しい人が多く訪

れるとされた四国遍路にあって，夫婦二人で回ることの境遇を想像していた。

表紙に年号が表記されているように，安政４年（１８５７）のことである。安政４

年は明治時代の直前という時代である。外国人が日本へやってきて通商を請う

という時代で，鎖国政策をとり続けてきた日本が外国との交渉をせざるを得な

いという状況に追い込まれている時代である。世の中が徐々に江戸幕府の崩壊

に向けて進み，社会が騒然となる時代であると教えられていた。国家や社会で

は山積した問題が噴出する時代であるが，庶民の生活はどうであったのだろう

か？ 世の中があわただしくなっている時代に二人で遍路を行うという行為

に，現代の夫婦の関係のような行動原理の端緒を見た気がしていた。

図１ 納経帳の表紙 吉岡氏無量居士と妻のぶ
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この論文に書いたとおり無量居士というのは本名ではなく，戒名である。私

は生前に戒名を受けた男性を想像していた。しかし文字通り解釈すると，無量

居士が生前に戒名を受けて夫婦二人で回ったのではなく，無量居士という死者

と生者である妻のぶが四国遍路をしたのではないかという指摘をうけた。当時

私が気付かなかったもっともの指摘であった。無量居士氏は故人で，妻のぶが

亡夫の菩提を弔うために一人で遍路行をしたのではないかという推測に傾い

た。後生往生を願って生きているうちに四国遍路をするという目的ではなく，

死者供養という現代人も多く抱く遍路の目的が，のぶの遍路の旅行にあったこ

とを想像した。一人で２冊の納経帳を持って歩いた婦人を目に浮かべた。寡婦

が夫の菩提を弔うために行う四国遍路という遍路の目的がこの時代に存在して

いたことを想像した。

３ 吉岡氏無量居士について

吉岡氏無量居士は表紙に書かれているように丹後竹野郡木橋村の住人であっ

た。当地を現在の住所表示で示すと，京都府京丹後市弥栄町木橋にあたる。木

橋地区において吉岡無量居士氏の消息について尋ねた。現在も吉岡氏は木橋地

区を中心に約１００戸を超す一族を形成している。無量居士氏はその本家筋に当

たる家の出身であった。私が訪問した２００８年当時，無量居士氏の後裔の方は

家をそのままにおかれて，木橋村とは別の地で生活されていた。集落の背後の

丘の上に吉岡氏の墓地があり，中でもとりわけ大きいのが吉岡無量居士の墓で

あった。郷土史家の森岡良策氏はこの地域の墓石に残された文字と檀家寺院に

残された死者のいわゆる過去帳，さらに旧戸籍簿の記述を対照し，家ごとの死

者のリストを作成されていた。この資料の中から無量居士氏に直接関係する家

族の部分を見せて頂いた。

プライベートな情報なので関係する事項だけを拾い記述する。無量居士の姓

名は吉岡政右衛門という。彼が死亡したのは明治１０（１８７７）年１０月９日であ

る。死亡した時の年齢はわからない。無量居士の法名は太長院天屋無量居士で

ある。彼は生涯に３人の妻を迎えている。最初の妻が納経帳に書かれている妻
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の信である。森岡氏の記録によると，信は天保２（１８３１）年７月２６日（注記

によると旧戸籍帳の記録では７月１６日）に亡くなっている。死亡者の姓名と

して政右衛門妻易信塚と書かれ，法名は沖明院禅室深定大姉（別の注記には旧

戸籍帳の法名，沖明院深室禅定大姉と書かれている。これは墓石の戒名である）

である。吉岡政右衛門氏の二番目の妻（生前の名前は不明）のなくなる日が弘

化３（１８４６）年１月２６日である。さらに後後妻（森岡氏の記述による）が死

亡するのが明治１６（１８８３）年４月２６日となっている。墓石には政衛門と３人

の妻の戒名が彫りこまれている。この資料によると政右衛門は妻信の死後４６

年間生きていたことになる。生まれた年が分からないので死亡した年齢が何歳

であるかは断定できないが，長命であった可能性が考えられる。この資料によ

ると，四国遍路を行ったのは妻信ではなく，吉岡氏無量居士自身が安政４

（１８５７）年に四国遍路を行ったと考えられる。この年は信の死後２６年がたって

おり，後妻が亡くなってから，すでに１１年がたっている。無量居士がどのよ

うな理由で四国遍路を行ったのか推測するしかない。また妻の名前として信の

みを記した納経帳しか残されていない。彼の心を推測する資料はこれ以上残さ

れていない。

筆者の想像と違い，俗名を記したのぶの納経帳が故人のものであり，戒名を

記した吉岡無量居士が生者であった。当時の習俗として故人の納経帳をもって

四国遍路を行うことがあったことを推測してもよいと考えている。戒名の扱い

は現代人ほど厳密ではなかったことも窺える。そして夫婦で四国遍路を行うと

いう習俗はまだ出現していない。また死者供養のための四国遍路が行われた可

能性があると考えている。

４ 幕末時代の四国遍路の巡礼経路の変更

もう一度吉岡無量居士の納経帳を見てみる。吉岡無量居士は土佐の国に入国

していない。それは喜代吉榮徳（１９９８）が指摘するように土佐藩は繰り返し入

国を制限する御触れをだしてきた。土佐藩の領民が自分自身も貧しいのに，遍

路に接待として自分の料物を惜しみなく分け与える習俗を藩政を預かる人々が
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快く思わず，遍路の入国を拒みたいという意志が背景にあったと言われてい

る。そして安政の大地震によって以下の通達を出したことが報告されている。

就大震辺路入込処ヨリ村継ヲ以御境目江可送出事 覚 此度

之大変ニ付，別而里前往還筋大破ニおよび，辺路共順路難相成ニ付き，入

込居候所之地下役纏覚書相添，村継ヲ以可送出旨，辺路街道地下役共江及

下知候条，尚於脇道も無油断可遂�議也。安政元年寅年十一月十四日 後

藤助四郎 村々庄屋中 『憲章簿』。 喜代吉榮徳（１９９８），高知県（１９７７）

これは安政の大地震，または安政の南海地震といわれる地震で，嘉永７（１８５４）

年１１月５日に起こった地震でマグニチュード８．４，死者数千人といわれる地

震の影響であることを示唆している（嘉永７年１１月２７日より安政に改元され

る）。それに伴いだされた御触れで土佐藩では関所において厳密に遍路の入国

を制限したようである。

また隣藩の宇和島藩においても翌年に同様の遍路の入国制限を行うようにな

る。藩主の記録類をまとめた「御手留日記」に以下の記述がある。

『二十二日壬子曇 寒暖計朝七十一度夕七十四度江戸曇 大控曇（P３７）

去冬之地震後，四国邊路ノ土州領内，通行ヲ禁シタル旨，通達アリシヲ以

テ，當領御境目御番所ニ於イテ，同様禁止シタルナり，往々，禁ヲ犯シ

テ，紛レ込ミ，横行スル者モ，有ルヤノ風聞アルニ付，�御沙汰有ル迄

ハ，右躰之者，見當リ次第，村送リニシテ，直ニ領内ヲ放逐セシム可シ

ト，郡奉行ニ命ジ，御番所支配ヘ通達セシメラル』稿本「藍山公記」安政

二年乙卯八月 巻七十一 「御手留日記」

（「御手留日記」）。稲田道彦（２００７）

これらの記録により，四国を巡礼する四国遍路は安政元年（１８５４）年より巡

礼路を変更することが余儀なくされた。四国遍路の巡礼路の変更を彼らが所持

１５１ 幕末期の四国遍路の巡礼路の変更 －5－



した納経帳の記録より検証する。

５ 納経帳の記述による巡礼路の変更

吉岡無量居士と同時代の安政元年からの納経帳を調べることにより，同時代

の四国遍路が土佐藩と宇和島藩の入国の様子がどうであったかを考察する。筆

者が調べることのできた２６冊の納経帳のデータより考察する。

筆者が目にすることのできた納経帳を表１に示した。筆者が調べた範囲で，

表１に示した最後の資料２７の明治７年の納経帳では，高知と宇和島地方を通

過している。ここには挙げなかったが，それ以降の納経帳も現在と同じように

四国を一周するルートをたどっている。それで，明治７年の資料の納経帳を参

考資料として示した。資料２７を除いた２６冊の納経帳が今回の報告の対象とな

る。まず表１において，土佐藩と宇和島藩への入国の欄によって納経帳の所持

者が土佐・宇和島の両国に，入国したかどうかを示した。入国したことを示す

納経帳が２冊ある。このうち資料３の納経帳について説明する。この納経帳は

表紙が半分くらい欠損していて，年月日を書いた紙が表紙に張り付けてある。

この納経帳は寺院で納経時に寺人により書かれる文言に加えて，余白に所持者

が様々の情報を書きこんでいることが特徴である。所持して回りながら，書き

込みを加えていく所持者の思いが伝わってくる。書き加えられた内容には間違

いもあり，この時代に口頭で聞いた情報のあり方を知ることにおいても一つの

資料となる。をれぞれ一つの札所で３つの宝印をいただいている。それは，巻

末に書かれているように妻と娘を同行していて３人で一冊の納経帳を所持して

いたと考える。家族で四国遍路をする習慣がすでにあったことを推測する。ま

た自身が文字を書き込むことにより，江戸時代の多くの庶民が読み書きができ

なかったという通説とも違っている。入国が制限されていると考えられる土佐

の札所と一部の奥の院，宇和島藩の札所を巡礼している。ただよく見ると，納

経の記述すべて同じ宝印が３個ずつ押されている。各寺院の宝印が同じことは

あり得ない。文字も多くの札所での書きぶりが同一人によることを推測させる

ものである。このことは巡礼者自身が自分で納経帳の書き込みを作成したこと
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表
１

幕
末
期
の
納
経
帳

資
料

番
号

表
紙

年
所
蔵
先

土
州
十
七

ヶ
所
遙
拝

所

土
佐
藩
・

宇
和
島
藩

へ
の
入
国

備
考

１
安
政
四
年
丹
後
竹
ノ
郡
木
橋
村

奉
偏
禮
四
国
霊
場
納
經

丁
巳
十
月
吉
日
吉
岡
氏
無
量
居
士

安
政
四
年

１８
５７

稲
田
道
彦

○
×

京
都
丹
後
地
方
の
人
で
あ
る
。
次
の
資
料
番
号
２
の
納
経
帳
と
内
容

が
同
じ
。
夫
婦
で
巡
礼
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
土
州
十
七
ヶ
所
遥
拝

処
の
納
経
印
を
う
け
る
。
第
４０
番
，
第
４１
番
，
第
４２
番
，
第
４３
番
の

納
経
を
八
坂
寺
と
西
林
寺
の
間
の
寺
院
が
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
宇

和
島
藩
の
寺
院
納
経
を
担
当
す
る
納
経
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

２

安
政
四
年
丹
後
竹
ノ
郡
木
橋
村

偏
禮
四
国
霊
場
納
經

丁
巳
拾
月
吉
日
吉
岡
氏
無
量
居
士
妻

の
ぶ

安
政
四
年

１８
５７

稲
田
道
彦

○
×

上
記
１
の
納
経
帳
と
一
ヶ
所
，
納
経
順
序
が
違
う
だ
け
で
同
じ
内
容

の
納
経
帳
で
あ
る
。
吉
岡
氏
無
量
居
士
妻
の
ぶ
の
納
経
帳
で
あ
る
。

３
安
政
四
年
巳
八
月
七
日
出
立

あ
と
の
部
分
表
紙
欠
損

安
政
四
年

１８
５７

稲
田
道
彦

×
○

納
経
以
外
に
自
分
で
旅
の
注
釈
を
余
白
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
土
佐

と
宇
和
島
領
に
入
国
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
，
全
寺
院
の
宝
印
が
す

べ
て
同
じ
こ
と
や
，
書
い
た
文
字
が
，
多
く
の
場
合
ほ
ぼ
同
じ
人
が

書
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
土
佐
と
宇
和
島
藩
に
は
入
国
し
て
い
な
い

と
推
測
す
る
。
自
分
で
納
経
頁
を
作
成
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
巻
末

に
宿
泊
場
所
の
リ
ス
ト
を
書
い
て
い
る
。
リ
ス
ト
で
は
土
佐
宇
和
島

に
は
行
っ
て
い
な
い
。
終
わ
り
の
所
に
備
後
東
城
町
町
住
辰
巳
屋
友

七
郎

女
房
於
常

娘
於
元

と
巡
礼
者
の
住
所
と
名
前
が
書
か
れ

て
い
る
。
３
人
で
一
冊
の
納
経
帳
を
用
い
た
。

４
四
国
八
拾
八
ヶ
所

奉
納
経

淡
州
須
本

安
政
五
年

１８
５８

香
川
県
歴
史

博
物
館

×
×

阿
波
を
打
ち
終
え
，
伊
予
に
入
っ
た
三
角
寺
で
終
わ
っ
て
い
る
。
後

半
部
分
が
欠
落
し
た
と
推
測
す
る
。カ
ン
ゼ
ン
ヨ
リ
で
綴
じ
て
い
る
。

�
蔵
寺
の
日
付
の
記
述
よ
り
安
政
五
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

５
表
紙
欠
損

安
政
五
年

推
定

１８
５８

香
川
県
歴
史

博
物
館

×
×

表
紙
が
な
い
。
途
中
の
香
円
寺
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
一
冊
の
納
経

帳
が
２
冊
に
分
け
ら
れ
た
と
推
定
す
る
。
こ
の
納
経
帳
は
資
料
番
号

４
の
続
き
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
上
の
冊
子
の
続
き
の
伊
予
の
札

所
番
号
よ
り
始
ま
る
。
よ
っ
て
年
代
は
不
明
な
が
ら
，
安
政
五
年
を

推
定
す
る
。
安
政
五
年
は
午
年
。
第
７６
番
に
午
の
年
の
記
述
を
推
論

の
補
強
材
料
と
す
る
。

６
安
政
五
午
二
月
上
旬

四
国
八
十
八
ヶ
所

納
経
簿

江
州
栗
太
郡
勢
多

神
宮
寺

安
政
五
年

１８
５８

龍
満
馨
氏

×
×

滋
賀
県
の
人
で
あ
る
。
京
都
御
室
御
所
，
東
寺
に
詣
る
。
四
国
は
道

場
寺
か
ら
讃
岐
，
阿
波
，
伊
予
，
讃
岐
と
巡
礼
す
る
。
藤
井
寺
か
ら

�
蔵
寺
，
金
毘
羅
宮
を
経
て
，
大
宝
寺
の
コ
ー
ス
を
と
る
。
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７
安
政
五
戌
年

奉
納
經

三
月
吉
祥
日

安
政
五
年

１８
５８

稲
田
道
彦

×
×

讃
岐
，
阿
波
，
伊
予
，
讃
岐
の
順
で
回
る
。
大
宝
寺
の
後
，
正
善
寺
，

横
峯
寺
の
順
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
石
鎚
越
え
の
巡
礼
路
の
存
在

を
暗
示
す
る
。

８
安
政
五
戊
午
歳

奉
納
經

二
月
吉
祥
日

松
山
風
早
領

○
村
尾

熊
次

津
弥

か
ね

安
政
五
年

１８
５８

稲
田
道
彦

○
×

伊
予
，
讃
岐
，
阿
波
，
伊
予
の
順
に
回
る
。
５
個
の
納
経
印
が
あ
る
。

３
人
と
２
人
が
２
回
回
っ
た
と
考
え
る
。最
初
が
午
年
，次
が
戌
年
。

２
回
目
は
阿
波
国
の
日
付
を
見
る
と
最
初
と
回
り
方
を
変
え
て
い

る
。

９
表
紙
欠
損

安
政
六
年

１８
５９

稲
田
道
彦

×
×

讃
岐
，
阿
波
，
伊
予
，
讃
岐
の
順
で
回
る
。
４４
番
大
宝
寺
，
６７
番
大

興
寺
，
６８
番
神
恵
院
，
６９
番
観
音
寺
に
詣
っ
て
い
な
い
。
表
紙
裏
表

紙
が
欠
損
し
て
い
る
。
大
三
島
に
行
く
。
阿
波
国
内
の
参
り
方
が
独

特
。
資
料
６
の
納
経
帳
と
同
じ
参
り
方
を
し
て
い
る
。
安
政
６
年
は

仏
生
山
の
日
付
に
書
い
て
あ
る
。

１０
安
政
第
七
庚
申
年
三
月
日

四
国
中
御
霊
場
納
経

讃
州
豊
田
郡
室
本
浦
木
津
屋
惣
三
郎

安
政
七
年

１８
６０

稲
田
道
彦

○
×

讃
岐
と
阿
波
国
の
巡
礼
で
，
伊
予
は
三
角
寺
の
み
納
経
し
て
い
る
。

巻
末
の
白
紙
頁
が
多
い
こ
と
よ
り
，
途
中
で
中
断
し
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

１１
文
久
元
歳
酉
五
月

四
国
八
十
八
ヶ
所
順
拝

皇
都
烏
丸
四
條
下
ル
町

願
主
永
助

文
久
元
年

１８
６１

愛
媛
県
歴
史

文
化
博
物
館

○
×

京
都
の
人
。
最
後
に
御
影
が
８
枚
は
り
つ
け
て
あ
る
。
讃
岐
，
阿
波
，

伊
予
，
讃
岐
の
順
に
回
る
。
南
宇
和
４
カ
寺
遥
拝
処
印
が
あ
る
。
朱

印
が
大
宝
寺
と
同
じ
で
あ
る
。
大
宝
寺
が
こ
の
納
経
を
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
番
外
寺
院
を
多
く
回
る
。

１２
奉
納
四
國
八
十
八
ヶ
所

御
納
経

文
久
二
年

を
推
定

１８
６２

稲
田
道
彦

×
△

最
初
に
宇
和
島
藩
３
ヶ
寺
の
納
経
が
あ
る
。
住
所
氏
名
等
の
記
述
は

な
い
が
宇
和
島
藩
の
住
人
で
あ
ろ
う
か
。
戌
年
と
土
佐
国
に
入
国
し

て
い
な
い
こ
と
よ
り
文
久
二
年
を
推
定
し
て
い
る
。

１３
文
久
二
壬
戌
三
月
吉
日

平
谷
村
○
宮
（
欠
損
）

文
久
二
年

１８
６２

稲
田
道
彦

○
×

表
紙
が
�
げ
て
い
て
一
部
読
め
な
い
。
長
野
県
の
平
谷
村
で
あ
ろ
う

か
。
厳
島
神
社
に
詣
で
る
。
１
番
か
ら
回
る
。
４０
番
の
遙
拝
所
の
納

経
が
あ
る
。
同
じ
宝
印
が
資
料
番
号
１
の
眞
蔵
院
光
明
寺
の
納
経
で

押
さ
れ
て
い
る
。
阿
波
で
番
外
寺
院
を
多
く
参
詣
す
る
。

１４
文
久
三
歳

讃
岐
國
大
内
郡

納
經

亥
三
月
上
旬
馬
篠
邑
住

文
久
三
年

１８
６３

稲
田
道
彦

○
×

讃
岐
国
住
人
。
１
番
か
ら
回
る
。
４７
番
八
坂
寺
の
日
付
が
難
読
，二

十
二
日
と
読
む
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
が
，
そ
う
す
る
と
行
程
の

日
程
が
狂
っ
て
し
ま
う
。

１５
文
久
三
発
亥
歳

奉
納
四
国
八
十
八
ヶ
所
順
拝

正
月
吉
祥
日

文
久
三
年

１８
６３

愛
媛
県
立
歴

史
博
物
館
蔵

○
×

裏
表
紙
に
紀
州
牟
婁
郡
田
辺
三
番
○
芝
銀
松

歓
喜
禅
寺
と
書
い
て

あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
も
う
一
枚
新
し
い
裏
表
紙
を
作
り
，
本
山

崎
家
蔵

昭
和
拾
弐
年
八
月
授
と
書
か
れ
る
。
亥
年
に
２
月
と
４
月

の
２
回
回
っ
て
い
る
寺
院
が
あ
る
の
で
，
日
付
が
分
か
り
に
く
い
。
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１６
表
紙
欠
損

文
久
三
年

を
推
定

１８
６３

稲
田
道
彦

○
×

小
型
本
の
納
経
帳
で
あ
る
。
表
紙
裏
表
紙
が
欠
損
し
て
い
る
。
土
州

十
七
ケ
所
遙
拝
と
日
付
に
あ
る
亥
歳
か
ら
，
文
久
３
年
を
推
定
し
て

い
る
。
土
州
十
七
ヶ
所
遙
拝
所
の
日
付
の
所
に
前
に
同
じ
と
い
う
記

号
�
が
書
か
れ
て
い
る
。
薬
王
寺
が
納
経
し
た
こ
と
を
推
測
さ
す
。

横
峯
寺
か
ら
岩
屋
寺
の
ル
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
。
２
月
か
ら
５
月
と

か
な
り
長
い
期
間
の
四
国
遍
路
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
札
所
を
参
っ

て
い
な
い
。
雲
辺
寺
，
観
音
寺
，
本
山
寺
，
甲
山
寺
，
善
通
寺
，
一

宮
寺
が
抜
け
て
い
る
。

１７
亥
の
年
子
の
年

四
国
納
經
帖

文
久
三
年

を
推
定

１８
６３

稲
田
道
彦

○
×

裏
表
紙
に
西
讃
州
多
度
津
ア
正
○
屋
を
と
書
い
て
あ
る
。
２
回
ま
わ

る
一
回
は
文
久
４
年
（
４９
番
の
記
述
よ
り
）
も
う
一
回
は
一
年
前
の

亥
年
文
久
３
年
を
推
定
。
子
年
の
阿
波
の
国
の
日
付
よ
り
１
回
目
と

２
回
目
と
で
は
ま
わ
る
順
を
変
え
て
い
る
。
土
州
十
七
ヶ
所
遙
拝
所

印
が
あ
る
。
１
回
目
の
雲
辺
寺
の
後
の
回
り
方
も
他
の
納
経
帳
と
違

う
。

１８
豈
文
久
三
発
爽
春
二
月
日

納
經

東
讃
寒
川
郡
志
度
村
三
谷
津
幾

文
久
三
年

１８
６３

稲
田
道
彦

○
×

讃
岐
志
度
の
人
。
土
州
十
七
ヶ
所
の
納
経
の
日
付
で
同
じ
と
い
う
意

味
の
記
号
が
出
て
く
る
。
薬
王
寺
と
同
じ
日
で
同
じ
人
が
書
い
た
と

解
釈
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
讃
岐
国
は
２
回
ま
わ
っ
て
い

る
。
伊
予
土
佐
は
全
く
回
っ
て
い
な
い
。

１９
文
久
四
歳
播
州
加
古
郡
新
野
辺
住
人

奉
納
四
国
中
霊
場
納
経

子
二
月
吉
日
願
主
大
吉

文
久
四
年

１８
６３

愛
媛
県
歴
史

文
化
博
物
館

×
×

播
州
の
人
。
道
場
寺
よ
り
讃
岐
，
阿
波
，
伊
予
，
讃
岐
と
回
る
。
い

よ
宇
和
四
カ
寺
遙
拝
の
納
経
が
あ
る

２０
納
経

元
治
元
年

１８
６４

愛
媛
県
歴
史

文
化
博
物
館

○
×

阿
波
一
国
参
り
の
納
経
帳

２１
奉
納
元
治
元
年

四
国
八
拾
八
ヶ
所
順
拝

子
三
月
吉
日

元
治
元
年

１８
６４

愛
媛
県
歴
史

文
化
博
物
館

×
△

裏
表
紙
に
大
阪
東
天
満
伝
保
町
○
○
公
林
三
坊
（
難
読
）
娘
い
せ
行

年
廾
九
歳
。
道
場
寺
よ
り
讃
岐
，
阿
波
，
伊
予
，
阿
波
と
回
る
。
土

州
は
３５
番
一
の
宮
に
参
る
が
，
一
宮
は
３０
番
で
あ
る
。
疑
問
の
あ
る

納
経
。
厳
島
神
社
に
参
っ
て
い
る
。

２２
慶
應
二
丙
寅
年
二
月
よ
り

奉
納
經

阿
�
美
馬
郡
曽
江
名
大
木
原
藤
川
弁
太

慶
應
二
年

１８
６６

稲
田
道
彦

×
×

阿
波
の
人
，
阿
波
，
伊
予
，
讃
岐
の
順
に
回
る
。
番
外
津
峯
で
納
経
，２

回
か
ら
４
回
お
参
り
す
る
。
横
峯
寺
か
ら
岩
屋
寺
に
行
く
コ
ー
ス
が

推
測
さ
れ
る
。
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２３
慶
應
四
辰
二
月
吉
日

四
国
霊
中
霊
場
状
納
経
帳

阿
陽
名
西
郡
左
右
内
村
願
主
鉄
次
郎

慶
應
四
年

１８
６８

徳
島
県
立
博

物
館

×
○

阿
波
の
人
，
５
回
回
っ
て
い
る
の
で
日
付
は
ど
の
年
度
の
も
の
か
判

定
で
き
な
い
。
土
佐
の
国
は
一
回
少
な
い
。
最
初
の
年
に
土
佐
国
に

入
国
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
後
の
４
回
で
土
佐
に
入
国
し
た
の

で
，
納
経
帳
の
最
後
の
部
分
に
土
佐
国
の
分
が
つ
い
て
い
る
。
同
様

に
讃
岐
も
４
回
で
あ
る
。
讃
岐
に
関
し
て
は
い
つ
の
回
が
抜
け
た
の

か
わ
か
ら
な
い
が
，
納
経
の
順
番
よ
り
，
最
初
の
巡
礼
が
伊
予
国
を

回
っ
た
後
，
川
之
江
か
ら
池
田
に
抜
け
る
道
を
と
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。
最
初
の
巡
礼
が
変
則
的
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

２４

慶
應
四
戊
辰
三
月
吉
晨

納
経
帳

西
讃
丸
亀
領
三
野
郡
荘
内
郷
箱
浦

森
満
津
女

慶
應
四
戊

辰 １８
６８

瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料

館
×

○

讃
岐
の
女
性
。
最
大
５
回
詣
っ
て
い
る
，
土
佐
と
宇
和
島
藩
は
他
に

比
べ
て
一
回
少
な
い
。
明
治
に
な
っ
て
４
回
参
っ
た
こ
と
を
推
測
す

る
。
２４
番
か
ら
４３
番
ま
で
が
番
外
も
含
め
て
番
号
順
に
な
る
よ
う
に

巡
礼
し
て
い
る
。
そ
こ
を
白
紙
の
ま
ま
お
い
て
い
て
後
に
巡
礼
し
た

事
を
推
測
す
る
。
女
性
な
が
ら
女
人
札
所
で
は
な
く
札
所
に
参
っ
て

い
る
。
女
人
札
所
が
明
治
に
な
り
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

か
。
厳
島
神
社
に
も
詣
る
。

２５
慶
應
四
年

四
国
納
經
帳

辰
三
月
吉
日

慶
應
四
年

１８
６８

稲
田
道
彦

○
×

道
隆
寺
よ
り
，
讃
岐
，
阿
波
，
伊
予
，
讃
岐
と
回
る
。
土
州
十
七
ヶ

寺
遙
拝
印
と
南
宇
和
４
ヶ
寺
の
納
経
印
が
あ
る
。
厳
島
神
社
に
も
参

拝
し
て
い
る
。

２６

明
治
四
年
辛
未
八
月

奉
納

讃
岐
国
高
松
縣
綾
歌
郡
南

四
国
八
十
八
箇
所

天
下
泰
平
日
月
清
明

吟
蔵

明
治
四
年

１８
７１

香
川
県
歴
史

博
物
館
の
う

ち
大
久
保
家

文
書

○
×

表
紙
の
明
治
４
年
の
吟
蔵
や
表
紙
裏
の
明
治
４
年
の
旅
行
の
記
述

と
，
そ
れ
以
外
に
後
か
ら
，
編
集
者
が
本
に
作
る
た
め
に
加
え
た
旅

行
許
可
書
か
ら
な
る
。
戸
長
不
明
妻
ト
子
ら
の
明
治
１３
年
の
記
録
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
ト
子
ら
家
族
三
人
で
明
治
１３
年
に
行
っ
た
四
国

遍
路
の
記
録
は
あ
と
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
資
料
と

し
て
は
，
寄
留
者
大
久
保
氏
に
よ
り
，
一
度
納
経
帳
を
解
体
し
て
，

新
し
く
貼
り
合
わ
せ
て
，
順
番
を
再
構
成
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
配
列
か
ら
巡
拝
の
順
序
を
述
べ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
土
州

十
七
ヶ
寺
遙
拝
の
納
経
が
あ
る
。
旅
行
届
け
は
別
人
の
を
後
で
巻
末

に
貼
り
合
わ
せ
て
編
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
資
料
に
は
紙
製

の
御
経
帷
子
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。

２７

明
治
七
甲
戌
二
月
吉
日

奉
納
経

四
国
本
山
崎
蔵
（
新
し
い
表
紙
）

明
治
七
年

奉
納
経

明
治
七
年

１８
７４

愛
媛
県
立
歴

史
文
化
博
物

館
×

○

裏
表
紙
に
第
七
大
区
七
ノ
小
区

紀
伊
国

度
会
縣
神
木
村
傳
助
と

書
か
れ
て
い
る
。
伊
予
と
讃
岐
の
巡
礼
が
な
い
。
四
回
回
っ
て
い
る

札
所
も
あ
る
。
変
則
的
な
回
り
方
で
あ
る
。
高
知
県
の
東
部
の
寺
院

の
名
前
が
江
戸
時
代
と
変
わ
っ
て
い
る
。
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を推測させる。そしていずれかの寺院で全部の頁に宝印を押してもらったこと

を推測する。自分で納経を完成させる行為を許せば，納経は札所寺院のみで行

えるというという遍路の暗黙の前提を崩すことになる。巡礼にとって実際に参

拝することよりも，参拝のしるしである納経帳を完全なものに仕上げることが

大切であるという考え方にもつながる。全部のスタンプを集めてスタンプノー

トを完成させることに汲々とする現代人コレクターの心情に近いものを感じ

る。この点においては四国遍路が修行であると考える宗教的な思索とも遠いも

のを感じる。この遍路にとっては実際の参拝するという行為よりも納経帳を完

成させることを大事と考えることになる。どこの寺院の宝印か現時点では判定

ができないが，今後の問題としたい。

もう一冊，資料番号１２番の納経帳は最初に宇和島藩の３寺院の納経があ

る。４１番龍光寺，４２番佛木寺，４３番明石寺の三寺院である。宇和島藩４ヶ寺

のうち４０番観自在寺が欠けている。例えば資料１・２に見られるように松山

平野の寺院が宇和島藩の札所を遙拝する納経を行ったのとは違っている（稲田

２００４）。現時点で一番考えられるのは，この納経帳を所持していた遍路が，宇

和島藩領に暮らす人であったと推測している。所持者の住所等が書かれていな

いので，推測の域を出ない。遍路を受け入れていない宇和島藩領の人も四国遍

路に出かけることができたことを推測させる。そして土佐藩にはこの遍路も入

国していない。

資料２１番も土佐国に一ヶ所だけ納経したことになっている。版木による印

刷で，３５番四国第三十五番奉納經 一ノ宮 正八幡宮 神主岩雲主殿正と書

かれている。納経の順番でいうと，９番法輪寺の納経の次の頁にあり，その後

に番外�蔵寺，６６番雲邊寺と続く。正しくは土州一之宮は３０番である。資料

１や２の中にみられる遙拝所での納経のように便宜的に３０番一之宮を納経さ

せる社寺または庵のような存在があったことを推測する。土佐国の一社寺のみ

に入国できたとは考えられないことを理由とする。

幕末期に最初の遍路行を行い，その時は土佐・宇和島領へ入国できなかった

が，明治になって再度複数回の巡礼を行っている納経帳がある。資料番号２３

１５７ 幕末期の四国遍路の巡礼路の変更 －11－



と２４は高知県の札所の納経印があるが，どちらも５回まわっていて，土佐・

宇和島藩分は１回少なくなっている。表紙に書かれた最初の年は土佐・宇和へ

の入国を行わなかったものと考えている。明治時代になって残りの４回を行っ

たものと推測している。

以上のような理由で，土佐藩と宇和島藩への他国の遍路の入国の禁令は厳し

く守られたと考えている。明治５年から明治政府による新政府の政策が実行さ

れた。それまでの明治４年までは過渡期として幕府時代の法制が施行されたと

教えられている。そういう点で，土州と宇和島藩への入国は，表１の資料の範

囲では安政４年から明治４年まで守られたと考えている。さらにもっと多数の

資料にあたり，さらに厳密に，両国への入国しない期間を確定する必要があ

る。また同時に，土佐・宇和島藩の住民で，この間に遍路に出かけることがで

きたのであろうかという点に関しても納経帳の発掘により明らかになる。

さて，土佐国に入国しないで，遙拝するという「土州十七ヶ處遙拝」という

納経印に関しては２つの疑問点がある。一つはどこの寺院でこの納経を出した

のであろうかという点である。資料１と２の願文の「奉納」の字の崩し方が，

同一人物が書いたことを推測させる（図２）。資料番号１８の日付の前に同じく

という意味と考えられる鍵型の記号が書かれている（図３）。前に同じ日時で

あるということを書くことを想像すると同一箇所で納経したことが推測され

る。薬王寺の可能性が高いと考えている。薬王寺にこの納経に使われた菊の紋

章の宝印を問い合わせたが，現在はその所在が分からなく，薬王寺が出したも

のかどうかは未確定のままである。

もう一点土佐国は札所寺院が１６ヶ寺であるのに，１７ヶ所とあるのでもう１

ヶ寺がどこであるかという点である。現時点で確証がないものの例えば，土佐

藩の遍路政策の触書には１６寺院に加えて月山神社を加えることがあるが，こ

れが番外札所の一寺社にあたるかどうかについてもさらに調査が必要である。

６ 番 外 札 所

土佐藩と宇和島藩領への入国が禁じられた遍路は残りの地域を巡礼する。本
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図２ 吉岡氏無量居士の納経帳

図３ 納経帳 土州１７ヶ所納経帳（表１の資料番号１３）

１５９ 幕末期の四国遍路の巡礼路の変更 －13－



来の四国を一周する経路が変更されることにより，�回する巡礼路が形成され

たと考えている。札所番号の順を追って回る従来の巡礼と違い，コースの選択

に自分の裁量の範囲が大きくなると思われる。しかし，多くの遍路に共通する

経路が出現したと想像している。このことについては次の論考で考察すること

にする。さらに埋め合わせの行為のように他の時代に比べて，番外札所での納

経が増えるように思える。各資料のうち札所以外の番外札所の納経所は表２の

ようになる。表で難読と書いているものは筆者が調査の過程で読めなかったも

ので，古文書解読に長じている方には解読できる文字である。多くの遍路に納

経される拝所と，限られた参拝者によってのみ納経される拝所とがある。さら

に江戸時代は神仏習合の時代なので，寺院と同様に神社へもこだわりなく参拝

されている。金毘羅宮や讃岐一之宮田村神社などは多くの遍路によって参拝さ

れている。広島の厳島神社，大三島の三島神社に詣る遍路もいる。巡礼路が延

長されている事例といえる。他の時代には見られない遙拝という納経がみられ

るのがこの時代の特徴といえよう。それは「土州十七ヶ所遙拝所」とか「宇和

島四ヶ所遙拝所」とか「四十番遙拝所」という拝所が出現している。遙拝所と

いうシステムが生み出されたと考えている。土州十七ヶ所遙拝所は薬王寺が，

宇和島四ヶ所遙拝所は大宝寺が納経を出したと筆者は推測をしている。大宝寺

については資料１１の備考で記したように御宝印が大宝寺と同じものを使用し

ていることから推測している。札所寺院が遙拝所となる事例の他に，資料１と

２の納経帳で，南宇和の４寺院を遙拝する寺院がある。文殊院，円福寺，光明

寺，神宮寺である。八坂寺と西林寺の間に出現した（稲田道彦２００４）。これら

の寺院は他の納経帳に一部の寺院名が出てくるだけで，遍路によく知られた遙

拝所として確立していたとは思えない。設置する側の理由だけで成立していた

のではと推測している。遙拝所寺院では版木まで用意しての納経であるから，

組織的な動きであったことは窺える。この表２によるとどの番外札所を参拝す

るかは個々の遍路によってまちまちである。多くの番外札所が遍路道の変更と

いう，時代背景によってつくられ，それに口伝えでその存在を知り，行きあっ

た巡礼者が納経をするという形式ではなかったかと考えている。四国遍路の納
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表
２

幕
末
期
に
納
経
を
行
っ
た
番
外
札
所

資
料

番
号

四
国
外
で
の
納
経

阿
波

土
佐

伊
予

讃
岐

１
阿
波
臼
嶽
観
音
院
，
土
州

十
七
ヶ
所
遥
拝
處
，
�
蔵

寺

金
光
山
仙
龍
寺
，
文
殊

院
，
円
福
寺
，
光
明
寺
，

神
宮
寺
，
伊
与
遍
照
院

さ
ぬ
き
国
神
光
山
大
蔵

院
，仏
生
山
法
然
寺
，白
鳥

大
神
宮
，
金
毘
羅
大
権
現

２
阿
波
臼
嶽
観
音
院
，
土
州

十
七
ヶ
所
遥
拝
處
，
�
蔵

寺

金
光
山
仙
龍
寺
，
文
殊

院
，
円
福
寺
，
光
明
寺
，

神
宮
寺
，
伊
与
遍
照
院

さ
ぬ
き
国
神
光
山
大
蔵

院
，仏
生
山
法
然
寺
，白
鳥

大
神
宮
，
金
毘
羅
大
権
現

３

臼
嶽
観
音
院
，
�
蔵
寺

守
月
山
南
勝
寺
，
御
篠
山

神
社

金
光
山
仙
龍
寺
，
伊
予
遍

照
院
，
生
木
正
善
寺
，

金
毘
羅
大
權
現
，
經
納
山

海
岸
寺
，慈
願
山
遍
照
院
，

白
鳥
大
神
宮
，
一
宮
田
村

大
社
，
佛
生
山
，
八
島
櫻

庵
，

４

五
百
大
阿
羅
漢
，
邊
路
無

銭
渡
光
明
庵
，
右
衛
門
三

郎
霊
跡
杖
杉
庵
，
太
龍
寺

岩
窟
，
�
蔵
寺

５
生
木
正
善
寺
，
古
歌
名
所

西
山
興
隆
寺
，

６
御
室
御
所
，教
王
護
国
院
，
慈
眼
寺
，
�
蔵
寺

仙
龍
寺

厄
除
弘
法
大
師
神
光
院
，

金
比
羅
大
権
現
，

７
阿
波
灌
頂
滝

仙
龍
寺
，
与
州
村
松
地
蔵

庵
，

８

五
百
大
阿
羅
漢
，
太
龍
寺

岩
窟
，月
夜
御
水
，
土
州

十
七
ヶ
所
遙
拝
處
，
�
蔵

寺

生
木
正
善
寺
，
瞬
目
大
師

浄
明
寺
，
仙
龍
寺

金
毘
羅
大
権
現
，
一
宮
田

村
大
社
，
八
島
櫻
庵
，
金

毘
羅
大
権
現

９
五
百
大
阿
羅
漢
，�
蔵
寺
，

仙
龍
寺
，
三
島
本
宮
，

佛
生
山
，
金
比
羅
大
権
現

１０
土
州
十
七
ヶ
所
遙
拝
所
，

仙
龍
寺

金
毘
羅
大
権
現
，

１６１ 幕末期の四国遍路の巡礼路の変更 －15－



１１

御
室
御
所
，
東
寺
，
西
加

茂
神
光
院
，
瑜
伽
山
蓮
台

寺

五
百
大
阿
羅
漢
，
月
夜
御

水
，
土
州
十
七
ヶ
所
遥
拝

処
，
一
夜
御
候
挙
正
寺
，

臼
嶽
観
音
院
，
�
蔵
寺

仙
龍
寺
，
大
樂
山
地
蔵

庵
，
生
木
地
蔵
，
宇
和
島

四
ヶ
所
遥
拝
処
，
東
山
延

喜
庵

金
毘
羅
大
権
現
，
白
峰
根

香
之
間
吉
清
水
庵
，
志
度

寺
奥
院
地
蔵
寺
，
金
毘
羅

大
権
現
，

１２
�
蔵
大
伽
藍
，

金
毘
羅
大
権
現

１３

安
厳
島
社

津
峯
大
権
現
千
福
寺
，
土

州
十
七
ヶ
所
遥
拝
処
，
灌

頂
滝
，
丈
六
寺
，
右
衛
門

三
郎
霊
跡
杖
杉
庵
，
柳
水

庵
，
�
蔵
伽
藍
，

仙
龍
寺
，四
十
番
遙
拝
所
，
金
毘
羅
大
権
現
，
佛
生
山

１４
五
百
大
阿
羅
漢
，
土
州
十

七
ヶ
所
遥
拝
処
，
灌
頂
滝

仙
龍
寺

１５

五
百
大
阿
羅
漢
，
遍
路
無

銭
渡
光
明
庵
，
長
戸
庵
，

御
水
庵
，杖
杉
庵
，土
州
十

七
ヶ
所
遥
拝
處
，
�
蔵
寺

仙
龍
寺
，
東
い
よ
延
喜
庵

金
毘
羅
大
権
現

１６
長
戸
庵
，
柳
水
庵
，
太
龍

寺
無
明
窟
，
土
州
拾
七
ヶ

所
遙
拝
所
，

仙
龍
寺
，
法
佛
山
遍
照
密

院
，
地
蔵
大
士
七
水
い

よ
難
読
，

一
宮
田
村
大
社
，
屏
風
浦

奥
白
方
影
向
庵
，

１７
五
百
大
阿
羅
漢
，
土
州
十

七
ヶ
所
遙
拝
処
，

仙
龍
寺
，

佛
生
山
，
白
鳥
大
神
官
，

１８

五
百
大
阿
羅
漢
，
太
龍
寺

岩
や
，
土
州
拾
七
ヶ
所
遙

拝
処
，
右
衛
門
三
郎
靈
跡

杖
杉
庵
，柳
水
庵
，�
蔵
寺

仙
龍
寺

白
鳥
大
神
官
，
金
毘
羅
大

權
現
，
屏
風
浦
白
方
海
岸

寺
，

１９

五
百
大
阿
羅
漢
，
月
夜
御

水
，
柳
水
庵
，
�
蔵
寺

仙
龍
寺
，
い
よ
宇
和
嶋
四

ヶ
所
遥
拝
処
，

一
宮
田
村
大
社
，佛
生
山
，

志
度
寺
奥
院
地
蔵
寺
，
護

摩
所
金
剛
庵
，
白
鳥
大
神

官
，
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２０
土
州
十
七
ヶ
所
遥
拝
処

２１

四
天
王
寺
，
摂
州
天
満

宮
，
摂
州
東
成
郡
生
玉
大

明
神
，
摂
津
和
光
寺
，
芸

州
厳
島
社
大
聖
院

�
蔵
寺

仙
龍
寺
，
生
木
正
善
寺
，

岩
田
山
蓮
香
寺
，
八
島
櫻

庵
，
志
度
寺
奥
院
地
蔵

寺
，
金
毘
羅
大
権
現

２２
津
峯
千
福
寺
，

仙
龍
寺
，
生
木
正
善
寺
，

金
毘
羅
大
権
現

２３

�
倉
寺
，

月
山
神
社

宇
和
島
窓
ノ
峠
努
清
山
多

福
院
，
仙
龍
寺
，
い
よ
遍

照
院
，
イ
ヨ
永
徳
寺
，
大

洲
松
下
庵
，
七
度
栗
務
清

山
多
福
院

金
毘
羅
大
権
現

２４

厳
島
社
大
願
寺

焼
山
寺
奥
院
，
一
宮
奥
院

観
正
寺
，
星
谷
寺
，
安
明

寺
（
難
読
），
月
光
山
明

王
院
，
�
蔵
寺

笹
三
社
蓮
華
密
院
，

仙
龍
寺

金
比
羅
大
権
現
，
岩
田
宮

蓮
香
寺
，
一
宮
田
村
大

社
，
聖
天
山
，
春
日
川
攝

待
茶
堂
，

２５
厳
島
社
大
聖
院

灌
頂
滝
，
土
州
十
七
ヶ
所

遙
拝
所
，
�
蔵
寺

仙
龍
寺
，
イ
ヨ
宇
和
島
四

ヶ
所
遙
拝
所
，

佛
生
山
，金
比
羅
大
権
現
，

白
鳥
大
神
官

２６

柳
水
庵
，灌
頂
瀧
慈
眼
寺
，

不
明
所
伽
藍
（
難
読
，
太

龍
寺
平
等
寺
間
），
土
州

拾
七
ヶ
所
遥
拝
處
，

仙
龍
寺
，法
佛
山
遍
照
院
，

十
夜
橋
，
遍
照
院

２７
金
剛
峯
寺
奥
院
，
南
紀
根

香
寺
，
金
剛
峯
寺
伽
藍
所

月
夜
御
水
，八
坂
行
基
庵
，

臼
嶽
観
音
院
，
柳
水
庵

仁
井
田
座
大
神
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経所の流動性が高まった時代には参拝者の考え方で，納経する場所が加えられ

たことを推測している。この時代の遍路の動きを見ていると，四国遍路の巡礼

の本質的な部分にかかわっているように考える。四国遍路は８８の寺院を回ら

なくても完結するのか？ 遍路にとって何が重要な要素なのか？ 札所という

場所は代替がきくのだろうか？ これらの疑問が巡礼路の変更と，番外札所の

出現によって解決されようとしたのではないだろうかと推測する。

これらの番外札所が現在どのようになっているのかという興味がある。例え

ば２００１年の論文に取り上げた高松市の神光山大蔵院は現在庵そのものが取り

壊されて，空き地になっている。ごく一部の人を除いてここに納経所があった

ことが忘れ去られている。このようにかつての番外札所が跡をとどめず失われ

ている事例もある。現代の歩き遍路の案内書に載せられている番外札所と，そ

れにも掲載されていない番外札所を表３にまとめた。分類の基準としたのは宮

崎建樹著の『空海の史跡を尋ねて 四国遍路ひとり歩き同行二人』にリストアッ

プされているかどうかで判断した。この本は歩き遍路のために出版された初期

のガイドブックで，他の歩き遍路のガイドブックに比べて番外札所等の参拝場

所に関する情報が多数のっている解説書と考えている。表３ではこのリストに

阿波（徳島） 伊予（愛媛） 讃岐（香川）

現代の遍路案内書
に拝所として掲載
されている

五百大阿羅漢，長戸
庵，柳水庵，右衛門三
郎霊跡杖杉庵，慈眼
寺，月夜御水，�蔵寺

十夜ヶ橋，文殊院，伊与
遍照院，三島本宮，古歌
名所西山興隆寺，生木
正善寺，金光山仙龍寺，

金毘羅大権現，佛生山
法然寺，經納山海岸寺，
志度寺奥院地蔵寺，

現代の遍路案内書
に拝所として掲載
されていない

邊路無銭渡光明庵，焼
山寺奥院，阿波灌頂滝，
丈六寺，一宮奥院観正
寺，星谷寺，安明寺（難
読），月光山明王院，
一夜御候挙正寺，阿波
臼嶽観音院，太龍寺岩
窟，太龍寺無明窟，不
明所（難読），津峯大
権現千福寺，土州十七
ヶ所遙拝處，

宇和島窓ノ峠努清山多
福院，瞬目大師浄明寺，
宇和島四ヶ所遥拝処，
四十番遙拝所，円福寺，
光明寺，神宮寺，与州
村松地蔵庵，大樂山地
蔵庵，イヨ永徳寺，地
蔵大士，東山延喜あん，
七水いよ（難読），七
度栗務清山多福院

屏風浦奥白方影向庵，
慈願山遍照院，厄除弘
法大師神光院，白峰根
香之間吉清水庵，岩田
山蓮香寺，神光山大蔵
院，一宮田村大社，聖
天山，春日川攝待茶堂，
八島櫻庵，護摩所金剛
庵，白鳥大神宮，

表３ 現在も参拝される番外札所と参拝リストから漏れた番外札所
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取り上げられている札所を現在も拝所として取り上げられている番外札所とし

て扱い，このガイドブックに掲載されない札所を，その存在がよくわからない

番外札所として下欄に示した。リストに掲載されない札所も，例えば現在は神

社として遍路とは無関係を保ちながら，その所在等を確かめることのできる拝

所がある。一方その情報が失われてその所在をたどれなくなっている場所とが

ある。

筆者の独断であるが，リストに掲載されない番外札所をよく知られたもの

と，よく知られないものに分ける。

阿波（徳島県）では，丈六寺は今も大寺院として現存する。津峯大権現千福

寺は津峯神社として現存している。また弘法大師が悪星を封じ込めた星の岩屋

として知られている星谷寺などが現存し，一般に知られている。以下の，邊路

無銭渡光明庵，焼山寺奥院，阿波灌頂滝，一宮奥院観正寺，安明寺（難読），

月光山明王院，一夜御候挙正寺，阿波臼嶽観音院，太龍寺岩窟, 太龍寺無明

窟，不明所（難読），土州十七ヶ所遙拝處はおぼろげな情報でその所在は知ら

れているが，もう少し厳密な調査報告が今後必要と考えている。

伊豫（愛媛県）では，宇和島窓ノ峠努清山多福院，瞬目大師浄明寺，宇和島

四ヶ所遥拝処，四十番遙拝所，円福寺，光明寺，神宮寺，与州村松地蔵庵，大

樂山地蔵庵，イヨ永徳寺，地蔵大士，東山延喜あん，七水いよ（難読），七度

栗務清山多福院のほとんど全部の番外札所がその所在地が精査される必要があ

ると考えている。

讃岐（香川県）では，一宮田村大社，白鳥大神宮が神社として人々に膾炙し

ているが，次の屏風浦奥白方影向庵，慈願山遍照院，厄除弘法大師神光院，白

峰根香之間吉清水庵，岩田山蓮香寺，神光山大蔵院，聖天山，春日川攝待茶

堂，八島櫻庵，護摩所金剛庵は，その存在の調査が必要と考えている。これら

の番外札所はさらに今後の詳細な調査が必要であると考えている。

７ 終 わ り に

巡礼は巡礼路をめぐりその途中に配された札所寺院を参拝する。巡礼路は宗
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教的な感慨を巡礼者に与えることができるように構想され，設計されている，

一つの構築物と考えられる。巡礼路の設計者がいたというよりも，それに関

わった人間の叡知が長い間に蓄積され，造られてきた構築物であるのかもしれ

ない。最初期の四国遍路のガイドブックを書いた眞念は「四国�礼道指南」で，

札所番号を１番から８８番まで表した。後の遍路はそれを順にめぐるのが穏当

なあり方として受け入れた。現代の私たちもこれをすべて回ることが修行だと

考えている。納経帳を調べているうちに，四国遍路が８８の札所を回れなくなっ

た時代があったことを知った。江戸時代末期に，土佐藩と宇和島藩が安政の南

海地震による被害のために，遍路に限ってだされた入国禁止令によってであ

る。四国遍路はこれに従っている。筆者の調べた限り数例の例外的な事例を含

みながらも，両藩の法令が強力に遂行されたと考える。筆者はこの現象を巡礼

という宗教行為を根底から問い掛ける問題と考えた。全札所を回らなくても巡

礼が完結するのか？ 全部の巡礼路を回らないとすると，巡礼者にとってはそ

れで巡礼が完結するのだろうか？ また巡礼が途中で拝むべき場所の札所とい

うのはどういう意味をもつのだろうか？ 全体を構成する部分が足りなくても

四国遍路は成立するものだろうか？ 巡礼者自身が巡礼地や札所を設定するこ

とが可能なのであろうか？ 四国遍路の巡礼路を形づくっている枠組みは確固

たるシステムではなく，融通無碍に要素たる札所を入れ替えることができる巡

礼のシステムなのだろうか？ きっと四国遍路が時間をかけて構築されている

草創期にはどこが札所か，どこが巡礼路か定まらない時代が長く続いたと考え

られる。しかし貞享４（１６８７）年に眞念による道案内「四国�礼道指南」が出

された後，実際にこういう困難を乗り越える形で四国遍路はその姿を変えなが

ら，巡礼を継続した。う回する巡礼路を形成し，番外札所という形で札所を補

いながらである。こういう変遷を許容しながら変化してきた四国遍路の巡礼路

は，遍路にとって何が巡礼行動から求められているのか，という点と関わると

考えている。

幕末期に四国遍路をした吉岡無量居士と亡き妻のぶの巡礼のあり方を一つの

事例としながら，四国遍路にとっても激動期である幕末の四国遍路の姿を明ら
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かにすることは，四国遍路という現象が，巡礼者が巡礼によって何を求め，ど

ういう感慨を手にすることができるのであろうか。巡礼が，時代によって変遷

したことと，時代によっても変化しなかった部分を分けて考えることは，遍路

の求めるものを明らかにできると考え，さらにここで提出した疑問を今後も調

査によって明らかにしていきたい。

この論文を書くために吉奥弘様，今村賢司様，柚山俊夫様に御教示を賜りま

した。ここにお礼を申し上げます。
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